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盲女性は自信とほこりを

持って

東京都粟津 キヨ

5月下旬、民芸上演の「人形の家」を見に行 った。 この芝居は、

1879年にノー）レウェーの作家ヘンリック ・イプセンによって書かれ、

当時のヨーロッ パに大きな波紋を起こ した。その後長い間、世界的

に婦人解放運動の先駆けとなった作品だと言われていた。しかし、

イプセン目身は「これは女性解放論などではなく、人間の生き方を

追究したものだ」と 語っ ており、 現在ではもはや歴史上の社会劇で

はなく、現代の家庭劇として見直されている。

私には文学的評価などはできないが、そこに描かれている「女性

の目我の確立」とでも言おうか、 真の独立とは何かを考えさせてく

れる芝居だった。あまりにも有名な作品なので、粗筋の紹介は省か

せていただくが、家出した女主人公ノーラが見付ける女のしあわせ

が何であるのか、どう 生きるのかは分からな いままである 。ただイ

プセンは、ノーラの友リンデン夫人に、 「人間が自分のためにだけ

働くなんてむなしい」と 言わせている 。

今年から日本でも、職場の男女差別はなくなり、すべて平等に扱

われることになった。 もちろん責任を果せる女性には権利もチャン

スも与えてほしい。けれども、権利には義務がついて回るものだか

ら、すべての女性が男性と同じように働くとしたら、必ず無理が生

じ、そのしわよせが家庭に及ぶだろう。男性に負けたくない、男性

に追い付こうという努力は無益だとは思わない が、そのために女性

本来の使命がおろそかにされるのではないかと不安になる。

一時「お茶汲みストライキ」という 言葉がはやったものだった。

お茶は女がつぐものと決めるのはおかしいが、お茶を汲むことがど
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うして女性の価値を下げることになるのだろう 。職場を暖かくする

というほこりを持って、お茶を汲むこともできるはずである 。

最近サラリ ーマ ンの家庭では、 主婦の権威が上がって、 「亭主は

シリをたたかれている」と 言われ、そういう 妻は教育ママであるよ

うだ。私はこれも 、女性の独立とか、地位の向上とか言えるものだ

とは思わない。彼女たちは、夫や子どもを目分の冠とし、飾り物に

している 。結局は蔦かず らの ような生き方ではないか。

一般に女性を紹介するとき 、 「何々社長婦人」、「00教授婦人」

と言い、ときには父親や息子の名前まで引き合いに出す。彼女目身

のフルネームを紹介されることはほとんどない。 しっかりと自分の

使命に生きている女性なら、夫の出世はさはど問題にはなるまい。

それより夫や息子が好きな仕事に打ち込めるように、手助けするこ

とに生きがいを見いだすであろう 。

私は、家庭にいる主婦と、その立場にからむ税金のことについて

疑問を持っている 。 「ばかげたこと」と芙われるかもしれないが、

職業を持たない妻は税金を納めていないから、夫の扶挫家族だとい

うのはおかしい。税金は、 夫婦二人の名前で納めるようにすべきだ。

それが無理な ら、夫は生活必要経鉗として、家事労働の俸給を妻に

支払い、 妻はその中から税を納めればいい。家事、育児に携わる者

を、働いていないと決めつけてはならない。

最後に 、私た ち盲女性は何かと人の援助に頼ることが多い。それ

はそれとして、自分の立場をいつもしっかりと守っていたい。職業

人として、妻として、母としてカタイジをはるのではなく、自信と

ほこりを持って生きていきたいと思う。目のない者が、目 のある社

会で生きていくのは難 しい。それでも暖かさと明るさは持ち続けた

いものだ。イプセンのノーラも、きっと自分の意志でもとの家庭に

もどることだろう 。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

「2ページ評論」の箪者、粟津キヨさんは、このほど岩波書店か

ら斎藤百合の生涯を描いた「光に向かって咲け」（岩波書店広告参

照）を著わした方です。 この本をお読み になった方は、当時の盲女

性の置かれた立場と、 今回の特集の筆者たちが自ら切り開いている

人生との間に、大きな差異のあること を痛感さ れたことと思います。

今では、ごく 普通に結婚し、ごく 普通 に母となり、自らの決断で離

婚しています。たくましい彼女らの主張は、熟年そろいの編集委員

が当初意図したものとかなり違ったようです。今回の筆者よりさら

に若い世代では、も っと「参加と平等」が進むことと期待さ れます。

そのころには、 今ではまだ少数派の晴眼男性との結婚がふえている

ことでしょう 。つい20年ほど前、パーキンス 盲学校の当時の校長、

ウォーターハウス氏が来日 したおり、氏の夫人が全盲であることが

話題になり、氏から「なぜそれが話頗になるのか」と逆に不思議が

られたことがありましたが、やがて日本でも、そんな考え方が普通

になってい くものと思われます。 （田中徹二）

視覚障害 1986年11月 Nu86

年間購読料 3,000円（送料とも）

発行日 1986年11月 1日

編集人 （連絡先）

日本盲人福祉研究会

〒160東京都新宿区高田馬場 1丁目
23番4号 日本点字図書館内

雷話 (03)200 -1130 

振替口座 東京 6-16103 

発行人 身体障害者団体定期刊行物協会

〒157東京都世田谷区砧6-26-21 

印刷所 合同印刷株式会社

〒130東京都墨田区業平 2-9 -13 
電話（ 624)6 1 1 I（代表）

協賛団体 日本点字図書館




